
①
各
会
計
別
決
算
額

②
一
般
会
計
決
算
状
況  

そ
の
１

　
平
成
30
年
度
の
各

会
計
の
決
算
額
は
、

下
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
一
般
会
計
は
、
歳

入
と
歳
出
の
差
引
が

5
億
1
，6
9
3
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
翌

年
度
へ
の
繰
越
財
源

を
除
い
た
実
質
収
支

は
、
4
億
3
，5
2
8

万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
当

該
年
度
の
実
質
収
支

か
ら
前
年
度
の
実
質

収
支
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
に
つ
い

て
も
、
1
億
1
3
3

万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
町
税
は
前
年
度
と
比
べ
て
4
億
8
，

3
5
9
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
内
主
要
企
業
の
業
績
が
好

調
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
比

べ
て
1
億
5
，9
1
6
万
円
増
、
県
支
出
金
は
、
日
野
菜
加
工
施
設
整
備
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
1
億
3
，0
6
3
万
円
増

と
な
り
ま
し
た
。

平成30年度決算報告

※上記に示している早期健全化基準の他に、財政再生の基準（財政の赤信号）がありますが、早期健全化基準を下回っているため、表記は省略しています。 ※金額等は、表示単位未満を四捨五入もしくは、端数調整を行っているため、各項目の合計や差し引きなどが一致しない場合があります。

平
成
30
年
度 

決
算
の
あ
ら
ま
し

歳入決算額 94億8,370万円

町税
39億4,884万円

（41.6%）自主財源
48億

8,195万円
（51.5%）

依存財源
46億

175万円
（48.5%）

繰入金  6,145万円（0.7%）

地方交付税
15億9,522万円

（16.8%）

国庫支出金
9億2,031万円

（9.7%）

県支出金
8億7,522万円

（9.2%）

町債
5億9,184万円

（6.3%）

県税交付金
5億2,097万円（5.5%）

その他  9,819万円（1.0%）

繰越金
4億5,125万円

（4.8%）

分担金および負担金
1億7,424万円（1.8%）

使用料および手数料
1億2,514万円（1.3%）

その他  1億2,103万円（1.3%）

④
財
政
の
健
全
化
を
判
断
す
る

　
指
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
自
治
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

と
し
て
健
全
化
判
断
比
率
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
は
、
前
年
度
と
同
様
に
早
期
健
全
化
基
準
（
財

政
の
黄
色
信
号
と
さ
れ
る
基
準
）
を
超
え
た
も
の
は

な
く
、
財
政
は
健
全
な
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳出決算額 〈性質別〉
89億6,677万円

③
一
般
会
計
決
算
状
況  

そ
の
２

　
歳
出
の
主
な
特
徴
を
目
的
別
に
見

る
と
、
教
育
費
が
前
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
2
億
8
，

9
2
2
万
円
減
、
農
林
水
産
業
費
で
日

野
菜
加
工
施
設
の
整
備
へ
の
補
助
金

や
、
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
に
よ
り
、
1
億
4
，7
1
4
万
円

の
増
、
総
務
費
で
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

「
ぽ
け
っ
と
」
の
整
備
な
ど
地
方
創
生

交
付
金
事
業
な
ど
に
よ
り
、
1
億
8
，

2
7
2
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
町
債

の
返
済
に
備
え
、
減
債
基
金
な
ど
の
積

立
金
で
1
億
1
，9
8
8
万
円
増
、
布

引
ラ
イ
フ
組
合
の
斎
苑
整
備
に
対
す

る
負
担
金
増
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等

で
6
，5
1
2
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

町
税
の
増
収
を
う
け
、
地
区
公
民
館
の

ト
イ
レ
洋
式
化
や
学
童
保
育
所
ヒ
ノ

キ
オ
C
・
D
棟
の
新
築
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
寄
付
金
を
受
け
て
、
日
野
駅

の
上
り
ホ
ー
ム
上
屋
の
改
修
に
対
す

る
補
助
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い

つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

民生費
30億9,662万円

（34.5%）

農林水産業費
6億9,083万円

（7.7%）

教育費
12億6,646万円

（14.1%）

消防費
3億5,172万円

（3.9%）

災害復旧費
2,751万円（0.3%）

総務費
11億4,191万円

（12.7%）

公債費
6億8,538万円

（7.7%）

議会費
9,488万円（1.1%）

労働費  1,841万円（0.2%）
衛生費  7億2,032万円（8.0%）

商工費
8,936万円
（1.0%）

土木費
7億8,337万円

（8.8%）

義務的経費
38億4,251万円

（42.8%）

人件費
15億4,628万円

（17.2%）

扶助費
16億1,085万円

（18.0%）

公債費
6億8,538万円

（7.6%）普通建設事業費
12億2,553万円

（13.7%）

物件費
12億8,932万円

（14.4%）維持補修費
6,958万円（0.8%）

積立金
1億7,319万円

（1.9%）

投資および出資金
1,320万円（0.2%）

貸付金
184万円（0.1%）

災害復旧事業費
2,751万円（0.3%）

繰出金
11億8,242万円

（13.1%）

投資的経費
12億5,304万円

（14.0%）

一般行政経費
25億57万円
（27.9%）

その他の経費
13億7,065万円

（15.3%）補助費等
11億4,167万円

（12.7%）

歳出決算額 〈目的別〉
89億6,677万円

◆一般会計…福祉や教育、道路整備など町政運営の基本
となる会計
◆特別会計…国民健康保険、公共下水道事業など特定の
事業について、収支を明確にするため、一般会計と分
けて設置している会計

◆企業会計…町が経営する企業で独立採算が原則の会
計（日野町では水道事業会計が該当します）
◆地方交付税…地方公共団体間の財源の不均衡を調整
し、どの地域に住む人にも一定の行政サービスが提供
できるよう財源を保障するためのもの

【用語解説】

※「性質別」とは、予算をどのように支出するか（どのようなお金の使われ
　方をし、支出の対価として何を得るのか）という観点からの分類です。

※「目的別」とは、予算を主な行政目的（分野）ごとに
　分類しているものです。

会　　計 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一般会計 94億8,370万円 89億6,677万円 5億1,693万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 21億6,320万円 21億4,129万円 2,191万円

簡易水道特別会計 3,109万円 3,107万円 2万円

公共下水道事業特別会計 8億7,714万円 8億6,596万円 1,118万円

農業集落排水事業特別会計 1億8,798万円 1億8,388万円 410万円

介護保険特別会計 21億2,621万円 20億169万円 1億2,452万円

後期高齢者医療特別会計 2億5,354万円 2億4,988万円 366万円

西山財産区会計 231万円 196万円 35万円

企業会計　水道事業会計 6億5,985万円 5億7,507万円 8,478万円

合　　計 157億8,502万円 150億1,757万円 7億6,745万円

※水道事業会計は、収益的収支を計上しています。
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※上記に示している早期健全化基準の他に、財政再生の基準（財政の赤信号）がありますが、早期健全化基準を下回っているため、表記は省略しています。 ※金額等は、表示単位未満を四捨五入もしくは、端数調整を行っているため、各項目の合計や差し引きなどが一致しない場合があります。
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89億6,677万円

◆一般会計…福祉や教育、道路整備など町政運営の基本
となる会計
◆特別会計…国民健康保険、公共下水道事業など特定の
事業について、収支を明確にするため、一般会計と分
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※「性質別」とは、予算をどのように支出するか（どのようなお金の使われ
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指標 H30 H29 早期健全化
基準 指標の意味

実質赤字
比率 黒字 黒字 14.54

一般会計等を対象とした赤字額の程度を指標化して
います。当町は黒字であり、実質赤字比率はありま
せん。

連結実質
赤字比率 黒字 黒字 19.54

町のすべての会計（西山財産区会計を除く）の赤字額
の程度を指標化しています。当町は黒字であり、連
結実質赤字比率はありません。

実質公債費
比率 5.3 4.6 25.0

一般会計等が負担する元利償還金（借入金）や準元利
償還金（借入金に準ずるもの）の額の大きさを指標化
したものです。数値が大きいほど、自由に使えるお
金が少なくなります。当町は、財政の黄色信号とさ
れる25％を下回っています。

将来負担
比率 66.8 65.7 350.0

一般会計等が将来負担する可能性のある借入金（地方
債）や、支払う約束をした負担の大きさを示すもので、
数値が大きいほど将来の財政を圧迫する可能性が高
くなります。当町では、66.8％となり、財政の黄色
信号とされる350％を下回っています。
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平成30年度決算報告

しゅんせつ

⑤主要な事業と決算額

総合計画の基本方針に沿って、決算の一部をご紹介します。
自然と文化をみんなでまもるまち
●ゴミ処理を行う中部清掃組合への負担金
　……………………………………1億9,476万円
●地元自治会との共働による河川浚渫、清掃
　などの河川管理費用………………　1,366万円

学びあいみんなではぐくむ自治のまち
●町民会館わたむきホール虹の運営
　……………………………………1億2,294万円
●公民館の活動補助や維持管理などの公民館の
　運営、公民館トイレ洋式化……1億3,187万円
●日野駅上りホーム上屋の改修に対する補助
　………………………………………　2,204万円

安心をみんなでつくり住みたくなるまち
●公共下水道や農村下水道の整備や維持管理の
　ための経費（町負担分）…………　4億272万円
●広域消防を行う東
　近江行政組合への
　負担金
　……2億8,101万円
●町道西大路鎌掛線
　などの整備や橋梁
　の点検・修繕
　……1億9,318万円

ともにいきる安心ささえあいのまち
●障がいのある方への福祉サービスや給付
　………………………………………5億9,892万円
●介護保険運営
　のための経費
　（町負担分）
　…2億8,865万円
●福祉医療費
　助成事業
　…1億6,978万円

子どもがはつらつと育つまち
●学童保育所の運営補助やヒノキオC・D棟新築
　…1億5,891万円
●つどいのひろば
　「ぽけっと」の
　整備
　…　1億855万円

誰もがすこやか元気に暮らすまち
●国民健康保険運営のための経費（町負担分）
　…1億4,930万円
●予防接種の実施
　……　5,039万円

三方よしで未来につなぐ楽市楽座のまち
●日野菜加工施設の整備に対する補助
　………………………………………1億9,739万円
●地域経済活性化のための住宅リフォーム補助
　………　820万円
●農村生活体験など
　の都市農村交流の
　取り組み
　………　691万円

きょうりょう
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【
と

　き
】

　
1
月
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
開
会

　
　
　
　
　（
受
付
10
時
か
ら
）

【
と
こ
ろ
】

　
町
民
会
館
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹

　
日
野
町
出
身
で
、
ふ
る
さ
と

を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
日
野
町
で
成
人
式
を
迎
え

ま
せ
ん
か
。
ふ
る
さ
と
で
の
成

人
式
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11

月
29
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
事
務
局
　
生
涯
学
習
課
　
☎
０
７
４
８－

５
２－

６
５
６
６

　
メ
ー
ル
　kik-syogai@

tow
n.shiga-hino.lg.jp

　

こ
の
た
び
、
湖
東
信
用
金
庫
さ
ん
（
山や

ま

本も
と

英え
い

司じ

理
事
長
）
か
ら
、「
こ
と
し
ん
第
24
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
開
催
に
伴
う
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
資
金
3
万
7
千
円
を
、
子
育
て
支
援
事
業

の
た
め
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

100歳おめでとうございます
～お体を大切に、いつまでもお元気でいてください～

　
9
月
３
日
に
十
禅
師
の
德
田
敏
郎
さ
ん
が
1
0
0
歳
の

お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
お
祝

い
に
伺
い
ま
し
た
。

　

德
田
さ
ん
は
、十
禅
師
の

お
生
ま
れ
で
農
業
や
養よ

う

鶏け
い

、

日
野
町
の
土
地
改
良
区
役
員

や
、
比
都
佐
神
社
の
氏う

じ

子こ

総

代
な
ど
、
地
域
の
要
と
し
て

活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
甲
賀
市
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
樹い

つ
き

の

郷さ
と

」
に
入
所
さ
れ
、
3
食
き

ち
ん
と
食
事
を
し
て
、
日
中

は
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
新
聞

や
雑
誌
を
読
ん
だ
り
し
て
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
ご
家
族
に
囲
ま
れ
、

元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

德
とく

田
だ

　敏
とし

郎
ろう

 さん（十禅師）

湖
東
信
用
金
庫
さ
ん

か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た

桜
谷
小
学
校
　
学
校
給
食
県
教
育
長
表
彰

の
お
菓
子
作
り
を
す
る
な
ど
、“
人
に
喜
ん
で

も
ら
う
”
た
め
の
調
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
地
場
産
物
や
地

元
へ
の
愛
着
が
芽
生
え

る
と
共
に
、
手
作
り
の

良
さ
を
感
じ
、
地
域
の

方
と
触
れ
合
う
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
谷
小
学
校
の
皆
さ

ん
、
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
の

普
及
と
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食
の
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
う
学
校
を
学
校
給
食
優
良

学
校
と
し
て
表
彰
し
て
お
り
、
桜
谷
小
学
校
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
谷
小
学
校
で
は
、
地
域
の
方
の
協
力
で
さ

つ
ま
い
も
植
え
や
米
作
り
等
を
実
施
し
、
そ
の

収
穫
物
を
使
っ
て
「
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
開

き
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
を
招
待
し

て
手
作
り
の
料
理
を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
5
・
6
年
生
が
登
山
遠
足
の
時
の
全
校
分

森のレストラン
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